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新型のアメサⅡは、信号線をつなげば、施設内の中央制御室等から居ながらにしてアメサⅡの稼働状

態が見られるほか、施設の外からでもインターネット経由で測定の進捗や排ガスの状態まで詳しく把

握することができます。アメサⅡは、外部との通信はもちろん、装置内部の制御信号もインターネッ

トの通信言語である TCP-IP のプロトコルをベースにしています。TCP-IP を用いた通信制御が活用

できるようになり、同時に複数の制御ユニットを接続できるようになったので、稼働していない部位

に発生した故障などについても、瞬時に検知してアラームを発信することができます。 

 

バージョンアップされたアメサⅡは、ひとつのシステムとして、より完成度がアップしたと言えるで

しょう。 

認証に裏打ちされた  

アメサの性能 

 

アメサは、ドイツの工業製品認

証機関テュフの製品認証の他、

イギリスの認証エムサーツも取

得しています。確かな性能は、

アメサⅡになっても変わること

はありません。 
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排ガスモニタリングの 

ニ ュ ー ス レ タ ー  

クリーンパーク
さが 
 

（財）佐賀県環境クリーン財

団が経営する「クリーンパー

クさが」は、佐賀県の産業活

動の健全な発展に寄不するた

めに、県、市、町、産業界が

一体となって整備された施設

です。この施設の中でも廃棄

物の焼却減容化を行う「中間

処理施設」にアメサは設置さ

れています。 

この施設は、最先端の設備を

備えたモデル的な廃棄物処理

施設で、信頼性の高い高度な

処理技術が導入され、最新の

公害防止設備を備えていま

す。 

 

 

クリーンパークさが 
中間処理施設 

 

高温熱分解ガス化燃焼型 

キルン式高温溶融処理方式 

焼却施設能力  

84t/日（42t×２炉）  

破砕施設能力 

12t/5 時間  

中和施設能力 

6t/5 時間 
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九州地方でも始まったダイオキシン類常時監視 

これまで世界各国で 135 台を超える販売実

績を誇るダイオキシン長期自動採取装置「ア

メサ」は、東日本での展開が中心でした。し

かしこの度、財団法人佐賀県環境クリーン財

団が運営する産業廃棄物処理施設「クリーン

パークさが」の中間処理施設にアメサが導入

されました。 

最新鋭の排煙処理施設を備えて立ち上がった

クリーンパークさがでは、環境汚染防止のた

めの取り組みが数多く実施されています。そ

の一端として、排ガス中のダイオキシン類を

常時モニタリングするためにアメサが導入さ

れたのです。 

九州地方には産業廃棄物焼却施設だけでも

104 の施設があります。一般廃棄物焼却施

設を含めると更に数多くの施設が存在してい

ます。しかし、これらの焼却施設から排出さ

れる排ガス中のダイオキシン類は、１年に数

時間しか測定されていないのが現状です。 

そのような九州地方でアメサによるダイオキ

シン類の常時モニタリングが開始されたこと

は、とても意義があることと言えるでしょ

う。 

ダイオキシン類対策特別措置法が各焼却施設

に求める測定の頻度は、１年間に４時間の測

定を１回だけです。多くの焼却施設は、これ

だけでは丌十分であると判断するようになっ

てきました。自主的な取組として、２回、３

回と測定回数を増やしている事例が珍しくあ

りません。 

これまでに日本国内でアメサを導入してきた

施設では、ダイオキシン類の排出モニタリン

グにアメサを活用するだけでなく、焼却方法

の改善試験に活用したりしています。適正な

排煙処理の試験にも利用できるので、施設の

運営コスト削減にも役立てていける装置で

す。 

このような活用方法も含めて、九州地方で

は、現在もアメサによる排ガス中ダイオキシ

ン類のモニタリングが活発に検討されていま

す。 
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アメサⅡデビュー 

アメサの 
サンプリング原理 
 

アメサのサンプリング原理は、EU

の公定法である EN1948 に記載

された 3 つの採取原理のうち、冷

却プローブ法を発展させた手法が

採用されています。 

 

ヨーロッパ（EU）の公定法である

EN 1948 には、排ガス中のダイ

オキシン類の採取装置について、

３つの手法が掲載されています。 

第１の手法は、フィルター／凝縮

水法（Filter/Condenser 

Method）で、日本の JIS K 

0311 と同じようにフィルター、

インピンジャー及び吸着材が使わ

れます。 

第２の手法は、希釈法（Dilution 

Method）で、試料ガスを希釈空

気を用いて 40℃以下に急激に冷

却していく手法です。 

第３の手法は、アメサの採取手法

の原型になるもので、冷却プロー

ブ法（Cooled Probe Method）

と呼ばれます。採取プローブに冷

却水を回して試料ガスを急激に冷

却し、凝縮水中のダイオキシン類

も吸着剤で採取します。 

JIS 法の限界 

世界は長期モニタリングと 

短期モニタリングの 

両手法を整備する方向へ 

日 本 で は 、 日 本 工 業 規 格

(JIS)K0311 に規定された排

ガス中のダイオキシン類を測

定する手法が、いわゆる公定

法と呼ばれています。この手

法によって測定を行い、都道

府県に届け出るよう、ダイオ

キシン類対策特別措置法が各

燃 焼 施 設 に 義 務 付 け て い ま

す。 

しかし、排ガス処理の技術が

進歩するにつれ、この手法の

問題点が表面化しつつありま

す。測定中に発生する大量の

凝縮水はサンプルの一部とし

て回収されます。しかし、長

時間にわたって測定を継続す

ると、この凝縮水の量が数リ

ットルにもなり、取り扱いが

難しくなります。必然的に測

定時間は短くなり、得られる

サンプルの量が少ないまま分

析にかけられるので、測定で

きる下限の値が上がってしま

うのです。 

排ガス処理技術が進歩してダ

イオキシン類の濃度は下がっ

ているのに、測定できる能力

は、それに追いついていない

のが実態です。 

アメサⅡデビュー 
2009 年４月。新型アメサが日本国内

でもデビューしました。新しいアメサ

の名称は「アメサⅡ」。 

その姿は既に 2007 年のダイオキシン

会議（東京開催）でご紹介しておりま

したが、ユーザーマニュアル、図面な

どもすべて日本語で整備され、いよい

よ国内でもご利用いただけるようにな

りました。 

新しいプラットフォームで作成されたアメサⅡ

は、旧アメサの構造と動作原理を継承しつつ、

新しい機能をふんだんに盛り込みました。 

カラーディスプレイやジョグダイヤルによるイン

ターフェイス（上図参照）にも表れているよう

に、新しいアメサはユーザーフレンドリーに進化

しています。 

今月のアメサＱ＆Ａ 

Question： なぜ JIS 法（JIS K 0311）

では排ガス中ダイオキシン類の長期連続採

取が難しいのですか？  

フランス 
トレディ社で 
アメサを選択 
 

有害廃棄物処理企業のトレディ

社（Tredi）が、３台のアメサ

を採用しました。 

フランス南東部 Salaise-sur-

Sanne にあるトレディ社の廃

棄物処理プラントは、サーマル

リサイクル機能を備えた高温焼

却炉で、一般廃棄物、医療系廃

棄物、非有害産業廃棄物などの

廃棄物を処理しています。トレ

ディ社全体では５つの拠点に６

系統の処理施設を配しており、

その年間処理量は 40 万トンに

も及びます。多岐にわたるトレ

ディ社の施設設備は、多種多様

な廃棄物の受け入れを可能にし

ています。 

このように多様性に富んだ施設

でも、適応力の高いアメサがダ

イオキシン類のモニタリングの

ために選択されました。 

Answer： 通常、ごみ焼却炉などの排ガス中には数十パーセン

トの水分が含まれています。この水分は煙突や煙道の中では

100℃以上の温度が高い状態にあるため、ダイオキシン類の採

取装置に引き込まれると冷却されて凝縮します。凝縮して液体に

なった水分は測定装置の容器の中に溜まっていきます。 

その中には分析されるべきダイオキシン類も含まれていますが、

この量が長期間の採取では膨大になり、回収処理できなくなって

しまうのです。事実上、半日を超えるＪＩＳ法による採取は、難

しいのです。 

図１ JIS K0311 の採取構造（Ⅰ型） 

図 2 アメサの採取構造 

アメサなどの長期採取装置は

最大１ヶ月に及ぶ測定期間中

に発生する凝縮水も無人で処

理する構造を持っています。

試料量は１ヶ月に数百立方メ

ートルも排ガスが採取できる

ので、定量できる下限の値も 

上昇してしまうことはありま

せん。 

海外ではこのような点を考慮

し、長期モニタリング用の公

定 法 が 整 備 さ れ つ つ あ り ま

す。 
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最新鋭の排煙処理施設を備えて立ち上がった

クリーンパークさがでは、環境汚染防止のた

めの取り組みが数多く実施されています。そ

の一端として、排ガス中のダイオキシン類を

常時モニタリングするためにアメサが導入さ

れたのです。 

九州地方には産業廃棄物焼却施設だけでも

104 の施設があります。一般廃棄物焼却施

設を含めると更に数多くの施設が存在してい

ます。しかし、これらの焼却施設から排出さ

れる排ガス中のダイオキシン類は、１年に数

時間しか測定されていないのが現状です。 

そのような九州地方でアメサによるダイオキ

シン類の常時モニタリングが開始されたこと

は、とても意義があることと言えるでしょ

う。 

ダイオキシン類対策特別措置法が各焼却施設

に求める測定の頻度は、１年間に４時間の測

定を１回だけです。多くの焼却施設は、これ

だけでは丌十分であると判断するようになっ

てきました。自主的な取組として、２回、３

回と測定回数を増やしている事例が珍しくあ

りません。 

これまでに日本国内でアメサを導入してきた

施設では、ダイオキシン類の排出モニタリン

グにアメサを活用するだけでなく、焼却方法

の改善試験に活用したりしています。適正な

排煙処理の試験にも利用できるので、施設の

運営コスト削減にも役立てていける装置で

す。 

このような活用方法も含めて、九州地方で

は、現在もアメサによる排ガス中ダイオキシ

ン類のモニタリングが活発に検討されていま

す。 
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